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　法政大学高等学校同窓会は母校の
伝統風土である「良き師、良き友、
集い結べり」の精神を継承し、母校の
校格向上を目的として一致協力して
強力な支援体制を築きます。
　さらに「母校の誇り、母校愛、母校
への貢献」を共通理念として会員が
一体となった活力ある組織を形成
いたします。
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会員各位
議案の書面決議について

法政大学高等学校同窓会
会長　高村嘉昭

副会長・総会実行委員長
岡本眞司

拝啓　ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。
平素は同窓会活動に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。　
さて、法政大学高等学校同窓会総会は新型コロナウイルス感染症

が猛威を奮うなか、2 年間にわたり対面での開催を見送り、会報
「進取」の紙面で書面決議とさせていただきました。

最近ではワクチン接種も進み、感染状況が下げ止まりの傾向も見え
始め、今年こそは対面での総会開催をと期待して準備を進めてきまし
たが、依然として変異株の動向等まだまだ先の読めない環境にあり、
会員の皆様の安全と健康を第一に考え、残念ではありますが今年度
も見送りせざるを得ないと判断し、議案につきまして本紙面にて書面
決議とさせていただきます。

つきましては、下記議案の賛否、およびご意見ご提案等があれば
同封のはがきにご記入のうえ、8 月 27 日（土）までに同窓会
事務局宛にお送りくださいますようお願い申し上げます。

なお、結果のご報告、およびご意見ご提案等については同窓会
ホームページ上にて後日回答いたします。

どうか諸般の事情を鑑みご理解ご了承のほどお願い申し上げます。　　　  　
敬具

記
議案 1.　2021 年度活動報告および会計報告
議案 2.　2022 年度活動計画（案）および予算（案）

以上
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「同窓会奨学金」設立！
「ゴルフ大会」開催へ！

「同窓会奨学金」が今年度からスター
トする事になりました。

コロナ禍の拡大により社会・経済不安
が広がる中で学校に対して継続性のある
支援との観点で検討を進めておりました。
いくつかの提案がありましたが、その中から
奨学金が有益と判断し、設立に向けて
準備を進めてまいりました。

このたび学校のご理解をいただいて
奨学金の具体案が定まり、6 月4日付けで
松浦校長に目録をお渡しいたしました。

会員の皆様とは２０２０年の春以来、
会報を通しての対応に終始するばかり
ですが、ようやく新型コロナへの感染者数
が減少傾向になるとともに対応策が見え
始めてまいりました。

予断を許さない面も大いにありますが、
学校に歩を合わせつつ今年度は出来る
範囲で注意深く、例えばゴルフ大会の開催
など活動の場を設けていきたいと思って
おります。

“歓迎 ２２７名”が同窓会会員に！
3月12日に挙行された卒業式では２２７名

（男性１０７名、女性１２０名）が高校を
巣立ちました。同窓会は卒業生を新会員
に迎えて卒業記念品のステンレスボトル

「ココカフェ」をプレゼントしました。
また、昨年同様クラス委員の方々には

同窓会の資料をお渡しして今後の協力を
お願いいたしました。

卒業があれば入学があります。今年は
２３８名（男性１００名、女性１３８名）が
4 月 6 日に入学式を迎え、未来を育む
人材が晴れて法政高校の一員となりました。

今年も卒業式、入学式とも保護者 1 名
の出席でしたが、希望に満ち溢れた素晴
らしい式典を挙行された学校に同窓会と
して心から感謝を申し上げます。

Ｗｉｔｈコロナで校内に活気が！
わが母校は、登校時の健康観察や

検温・消毒の徹底、黙食など十分なコロナ
対策を行う一方で、授業を通常通りの
対面で行うなど限りなく日常に近い形で
運営されています。

高校 1 年生のスキー教室や高校 2 年生
の 2 泊の沖縄修学旅行も3 月に実施され
ましたし、7 月にはスポーツ大会も予定して
いるそうです。

並行してクラブ活動もコロナ以前より
短い練習時間で回数も減らしていますが、
顧問の先生を中心にそれぞれが工夫して
充実した内容で活動しているとの事で、
学校生活を謳歌している様子が伺われま
した。

今年度も総会の紙上開催にご理解を！
昨年の挨拶では来年こそは対面での

総会開催と述べましたが、今年度もまだ
厳しいものが有り、残念ながら会報紙上で
開催せざるを得ないと判断いたしました。

状況をご理解いただきましてご了承くだ
さいますようお願いいたします。

大学校友会もゴルフ大会や全国卒業生
の集いは開催される運びとなりましたが、
総会や理事会は対面を避ける方向です。

なお、役員人事で法政高校同窓会から
副会長に岡本眞司（副会長）、理事に高村
嘉昭（会長）が選任されました。大学と
高校の橋渡し役としてより良い同窓会づくり
に役立ててまいる所存です。

コロナ禍、天候不順、ウクライナ侵攻
など気の抜けない日々 が続いておりますが、
会員の皆様にはますますのご健勝とご多幸
をお祈り申し上げます。

「「良良きき師師・・良良きき友友、、集集いい結結べりべり」」
同窓会憲章同窓会憲章をを基軸基軸にに活動！活動！
同窓会会長　高村 嘉昭（高校 18 期／１９６６年卒）



写真左：高村嘉昭同窓会会長
写真右：松浦麻紀子学校長

同窓会役員と松浦麻紀子学校長

　

同
窓
会
の
皆
様
の
ご
支
援
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
２
０
２
１
年
度
高
校
卒

業
式
の
答
辞
の
中
で
、
生
徒
会
長
愛
甲
紘

貴
さ
ん
は
次
の
よ
う
な
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ

ま
し
た
。

　
「
青
春
」
が
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
た
と

感
じ
る
日
々
が
続
い
た
が
、
私
た
ち
は
精
いっ

ぱ
い
努
力
を
続
け
た
。
仲
間
と
話
し
な
が
ら

過
ご
す
休
み
時
間
や
帰
り
道
は
、
何
事
に
も

代
え
が
た
い
価
値
の
あ
る
日
々
だ
っ
た
。
今
思

い
出
す
と
、
何
気
な
い
ひ
と
時
が
、
仲
間
の

お
か
げ
で
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
る
よ
う
に

思
う
。

　

私
達
教
員
に
と
っ
て
も
生
徒
と
共
に
過
ご

す
時
間
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。
生

徒
と
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
一
方
で
、
ほ
の
ぼ

の
と
優
し
い
気
持
ち
で
胸
が
一
杯
に
な
っ
た
り

共
に
感
動
を
分
か
ち
合
え
る
喜
び
に
涙
し

た
り
も
し
ま
す
。
教
職
は
過
酷
な
仕
事
の一

つ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
ん
な
に
癒
さ
れ
感

動
で
き
る
仕
事
は
そ
う
そ
う
な
い
と
思
い
ま

す
。
生
徒
や
保
護
者
、
卒
業
生
の
ご
意
見

を
受
け
止
め
な
が
ら
、
業
務
を
精
選
し
、
余

裕
を
つ
く
り
、
豊
か
な
学
び
を
創
って
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
度
を
迎
え
る

に
あ
た
り
２
つ
の
こ
と
を
述
べ
ま
す
。

　

ま
ず
安
全
に
つ
い
て
で
す
。
２
０
１
６
年

本
校
で
当
時
高
校
１
年
生
の
死
亡
事
故
が

あ
り
ま
し
た
。
命
日
の
７
月
22
日
を
「
い
の

ち
の
日
」
と
し
、
日
本
体
育
大
学
の
南
部
さ

お
り
先
生
を
招
き
研
修
を
続
け
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
度
は
11
年
前
に
急
性
硬
膜
下
血

種
で
お
子
様
を
亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族
の
お
話

を
聞
き
、
脳
震
と
う
が
、
判
断
を
あ
や
ま

る
と
、
命
の
危
険
に
つ
な
が
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。「
不
安
な
時
に
は
、
し
ば
ら
く
休

養
を
」
こ
れ
が
頭
部
外
傷
予
防
の一
番
有
効

な
方
法
で
す
。「
頭
を
打
っ
た
ら
、
即
休
む
、

知
ら
せ
る
、
受
診
す
る
」
と
覚
え
て
、
心
や

去
る
２
０
２
２
年
６
月
４

日
に
法
政
大
学
中
学
高
等

学
校
に
お
い
て
、高
村
嘉
昭

同
窓
会
会
長
と
松
浦
麻
紀

子
学
校
長
と
の
間
で「
法
政

大
学
高
等
学
校
同
窓
会
奨

学
金
」設
立
に
伴
う
奨
学

金
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
岡
本
副
会
長
、吉

岡
副
会
長
、福
地
組
織
拡

充
委
員
会
委
員
長
も
同
席
の
上
、目
録
の

贈
呈
が
さ
れ
ま
し
た
。

本
奨
学
金
は
、対
象
を
法
政
大
学
高

等
学
校
に
在
学
す
る
生
徒
の
支
援
に
絞
っ

た
、法
政
大
学
付
属
校
の
中
に
あ
っ
て
初

の
同
窓
会
設
立
奨
学
金
と
な
り
ま
し
た
。

体
の
異
変
を
伝
え
て
も
ら
う
よ
う
生
徒
・
保

護
者
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
見
守
る
目
を
増

や
し
、
学
び
合
い
よ
り
安
全
な
学
校
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
生
徒
の
意
見
表
明
を
促
し
、
励
ま

し
、
応
答
す
る
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
大
人
も
大
変
で
す
が
、
置
き
去
り
に

さ
れ
た
の
は
子
ど
も
達
で
す
。
し
か
し
そ
ん

な
中
で
も
前
進
が
あ
り
ま
し
た
。
高
校
生

徒
会
執
行
部
か
ら
「
誰
も
が
不
用
意
に
傷
つ

か
な
い
学
校
」
を
め
ざ
し
ジ
ェン
ダ
ー
の
視
点

を
考
慮
し
た
提
案
を
受
け
、
２
０
２
２
年
度

か
ら
制
服
お
よ
び
頭
髪
規
定
を
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ

ン
ジ
し
ま
し
た
。
制
服
は
、
性
別
に
関
係
な

く
ス
ラ
ッ
ク
ス
、
ネ
ク
タ
イ
な
ど
自
由
に
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
春
、
自

由
に
選
択
し
た
新
入
生
が
複
数
見
ら
れ
、
人

権
に
よ
り
配
慮
し
た
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
10
年
前
の
生
徒
会
執
行
部
の

生
徒
が
三
者
協
議
会
準
備
会
に
お
い
て
次
の

よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。「
話
し
合
い
を
積
み
重

ね
重
要
な
こ
と
が
決
ま
る
こ
と
を
、
夏
服
決

定
を
通
し
て
実
証
で
き
ま
し
た
。
生
徒
会

執
行
部
は
ど
ん
ど
ん
生
徒
の
意
見
を
聞
き
い

れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。」
対
話
を
積
み
重

ね
生
徒
が
考
案
し
た
夏
服
は
、
シ
ン
プ
ル
で

機
能
的
な
も
の
で
し
た
。
ま
た
「
生
徒
は
未

熟
な
の
で
、
先
生
達
は
長
い
目
で
私
達
を
見

守
って
ほ
し
い
」
と
い
う
言
葉
も
印
象
的
で
し

た
。
生
徒
た
ち
が
、
意
見
を
聴
き
と
っ
て
も

ら
っ
た
、
応
え
て
も
ら
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な

学
校
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
で
、
世
界
中
の

人
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
市
民
に
心
を
寄
せ
て
い
ま

す
。
余
裕
を
つ
く
り
、
次
世
代
の
生
徒
と
共

に
学
び
、
話
し
合
う
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な

戦
争
を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
こ
と
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

す
で
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
に

際
し
て
行
わ
れ
た
緊
急
支
援
金
と
は
異

な
り
、
永
続
的
に
学
費
の一
部
を
給
付

し
て
い
く
も
の
で
す
。

対
象
者
の
募
集
と
選
考
は
高
等
学
校

が
行
い
、
資
金
の
提
供
を
同
窓
会
が
行

い
ま
す
。
奨
学
金
の
原
資
は
皆
様
か
ら

の
会
費
の一
部
や
善
意
の
ご
寄
付
。
グ
ッ

ズ
の
販
売
な
ど
の
収
益
を
充
て
る
形
と

な
り
ま
す
。

全
て
の
生
徒
を
対
象
に
、
経
済
的
な

理
由
で
勉
学
を
続
け
る
こ
と
に
支
障
の

出
て
し
ま
っ
た
生
徒
の
苦
労
が
少
し
で
も

軽
減
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
こ
の
奨
学

金
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
の
後
輩
への
想
い
を
直
接
伝
え
る

一
例
と
し
て
、
母
校
の
生
徒
を
支
援
し

て
い
く
同
窓
会
の
姿
勢
を
示
す
一
例
と

し
て
、
今
後
も
末
永
く
後
輩
と
母
校

を
支
援
す
る
同
窓
会
活
動
の
好
例
と
な

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

生
徒
の
意
見
を
聴
き
、

余
裕
を
つ
く
っ
て
学
び
合
う
学
校
へ

法
政
大
学
中
学
高
等
学
校
　
校
長
　
松
浦 

麻
紀
子

「
法
政
大
学
高
等
学
校
同
窓
会
奨
学
金
」

贈
呈
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た

2



法政大学高等学校同窓会　書面決議　議案
議案１／2021 年度　活動報告および会計報告

議案２／2022 年度　活動計画（案）および予算（案）

費　目 項　目 2021年度予算 本年度決算 備　　　考

繰越金 2,116,683 2,116,683

会　費 4,210,000 3,599,608

（イ） 入  会  金 1,617,000 1,589,000 新卒業生入会金　7,000円×227名

（ロ） 新入会員年会費 693,000 681,000 新卒業生年会費　3,000円×227名

（ハ） 年会費・寄付金 1,000,000 1,329,608 既卒業生会員年会費・寄付金

（ニ） その他会費 900,000 0 同窓会総会会費、新年顔合わせ会費等

雑収入 0 1,314 預金利息、グッズ売上

6,326,683 5,717,605

(経常収入) 4,210,000 3,600,922

費　目 項　目 2021年度予算 本年度決算 備　　　考

経常費 1,575,000 797,732

（イ） 学校協力費 300,000 226,941 卒業記念品

（ロ） 会　議　費 10,000 8,580 会議諸費用

（ハ） 組織活動費 550,000 10,000 校友会報広告協賛費

（ニ） 印　刷　費 10,000 0

（ホ） 通　信　費 10,000 7,660 メール便代、郵便代

（ヘ） 人　件　費 540,000 540,000 事務局員手当

（ト） 事務用品費 5,000 1,383 新卒クラス委員用ファイル

（チ） 雑　　　費 150,000 3,168 振込手数料等

事業費 3,850,000 2,511,470

（イ） 会報発行費 2,300,000 2,311,916 会報「進取」発行費

（ロ） ＨＰ費用 650,000 182,160 ﾚﾝﾀﾙｻｰﾊﾞｰ費用・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続料､ﾄﾞﾒｲﾝ更新料

（ハ） 総会、委員総会費 900,000 17,394 紙面総会返信はがき代

積立金 名簿作成積立金 200,000 0 名簿積立せず

予備費 予備費 100,000 0 総会開催予備費として計上したが使用せず

5,725,000 3,309,202

601,683 2,408,403

6,326,683 5,717,605

(経常支出) 5,725,000 3,309,202

普通預金 （三菱UFJ銀行吉祥寺支店） 2,403,118

現　　　金 5,285

2,408,403

定期預金 （三菱UFJ銀行西荻窪支店） 1,000,931 名簿作成資金として積み立ててきたもの

財務委員会

次年度繰越金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

別途積立金 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

合　　　計

計

次年度繰越金

合　　　計

計

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

費　目 項　目 前年度実績 本年度予算 備　　　考

繰越金 2,116,683 2,408,403

会　費 3,599,608 3,330,000

（イ） 入  会  金 1,589,000 1,631,000 新卒業生入会金　7,000円×233名

（ロ） 新入会員年会費 681,000 699,000 新卒業生年会費　3,000円×233名

（ハ） 年会費・寄付金 1,329,608 1,000,000 既卒業生会員年会費・寄付金

（ニ） その他会費 0 0

雑収入 1,314 1,002,931 別途積立金より戻入、預金利息、グッズ売上

5,717,605 6,741,334

(経常収入) 3,600,922 4,332,931

費　目 項　目 前年度実績 本年度予算 備　　　考

経常費 797,732 1,000,000

（イ） 学校協力費 226,941 300,000 学校行事、部活動支援金、懸垂幕、卒業記念品等

（ロ） 会　議　費 8,580 10,000 会議諸費用

（ハ） 組織活動費 10,000 100,000 ゴルフ大会費、広告協賛費、付属校行事会費等

（ニ） 印　刷　費 0 10,000 封筒印刷代等

（ホ） 通　信　費 7,660 10,000 メール便代、郵便代

（ヘ） 人　件　費 540,000 540,000 事務局員手当

（ト） 事務用品費 1,383 10,000 諸事務用品費

（チ） 雑　　　費 3,168 20,000 振込手数料、慶弔費等

事業費 2,511,470 3,720,000

（イ） 会報発行費 2,311,916 2,300,000 会報「進取」発行費

（ロ） ＨＰ費用 182,160 200,000 ﾚﾝﾀﾙｻｰﾊﾞｰ費用・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続料、ﾄﾞﾒｲﾝ更新料

（ハ） 総会、委員総会費 17,394 20,000 紙面総会返信はがき代

（二） 同窓会奨学金基金 1,000,000 法政大学LU募金へ同窓会奨学金基金として支出

（ホ） 同窓会奨学金拠出金 200,000 法政大学LU募金へ同窓会奨学金拠出金として支出

3,309,202 4,720,000

2,408,403 2,021,334

5,717,605 6,741,334

(経常支出) 3,309,202 4,720,000

次年度繰越金

合　　　計

財務委員会

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

計

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

計

コロナ感染症の終息の兆しが見えない中、
今年度も活動を自粛せざるを得ない状況が
続きました。

実施した活動
1. 役員会の実施（4 回）
2. 中学・高校校長訪問（4/27，9/22）
3. 法政大学校友会理事会（リモート出席 4 回）
4.クラブコーチ懇談会（リモート出席 5/1）
5. 同窓会報「進取」発刊（10/20）
6. 新卒クラス委員説明会（書面配布 3/11）

実施出来なかった活動
1. 高校入学式への参加
2. 同窓会総会の実施
3. ゴルフ大会
4. 三鷹駅伝応援参加
5. ホームカミングデー
6. 役員・クラブ委員合同新年会
7. 付属校役員懇談会
8. 高校卒業式への参加

今年度も様々な制約を余儀なくされると
思いますが、コロナの状況を注視し、できる
活動から進めていきたいと思います。

1. 会報「進取」の発刊

2. ゴルフ大会の開催

3. 同窓会奨学金制度の開始

4. 母校との協力体制の強化

5. 法政大学校友会との協力体制の強化

6. 付属校同窓会との協力体制の強化

7. PTA との協力体制の強化

8.クラス委員、クラブ委員との連携強化

9. 校友会終身会員の増強

10. 女子部設立の検討

法政大学高等学校同窓会　会員各位

監査報告書
　2021 年度（2021 年 4 月1日～ 2022 年 3 月31日）、同窓会収支決算書の会計監査を2022 年 6 月13日に
実施しました。会計監査の結果、業務の執行および決算書類、会計処理は適正に実施されており、収支決算
書は適正であることを認めます。

2022 年 6 月 13 日　

会計監査　　泉　　智雄　　

会計監査　　今泉　直樹　　

法政大学高等学校同窓会　2021年度収支決算書
（2021.4 .1 ～ 2022.3 .31）

法政大学高等学校同窓会　2022年度収支予算書
（2022.4 .1 ～ 2023.3 .31）
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中
高
演
劇
部

中
高
演
劇
部

茶
道
部

茶
道
部

昨
年
度（
２
０
２
１
年
度
）

は
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、

活
動
時
間
を
短
く
し
て
活

動
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
作
品
数
は
コ

ロ
ナ
前
に
比
べ
少
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
は
残
念
で

す
が
、
そ
ん
な
中
で
も
秋

に
上
野
に
あ
る
東
京
都
美

術
館
で
開
催
さ
れ
た
東
京

都
私
立
中
学
高
等
学
校
美

術
展
に
お
い
て
、
中
学
３
年

生
の
２
名
が
油
絵
を
出
品
し

「
特
選
」
を
受
賞
し
、
高

校
生
１
名
が
入
選
し
ま
し

た
。
今
年
度
、
新
し
く
中

学
１
年
生
が
入
部
し
て
く
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
活
動
日
に

は
活
気
あ
る
美
術
室
に
な
っ

て
い
ま
す
。

デ
ッ
サ
ン
力
の
向
上
を
目

的
と
し
て
定
期
的
に
開
催

し
て
い
た
部
内
デ
ッ
サ
ン
コ
ン

ク
ー
ル
の
開
催
も
今
後
は
視

野
に
入
れ
活
動
を
し
て
い
き
、

今
年
度
の
私
立
学
校
美
術
展

で
は
、
昨
年
度
以
上
の
成
果

に
つ
な
が
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
高
美
術
部

中
高
美
術
部

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ーー
ル
部
ル
部

私
た
ち
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
は
、
男
子
31
名
、

女
子
17
名
で
そ
れ
ぞ
れ
活

動
し
て
い
ま
す
。
週
５
日

活
動
し
て
い
ま
す
が
、
毎
日

体
育
館
ア
リ
ー
ナ
が
使
え
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア

リ
ー
ナ
が
使
え
な
い
日
も
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
日
々
活

動
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
が
収
束
せ
ず
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
い
う
競

技
性
か
ら
厳
し
い
制
限
が
あ

る
中
で
の
活
動
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
自
分
た
ち
が
今
で

き
る
こ
と
を
精
一杯
頑
張
って

い
ま
す
。
今
年
度
は
活
動

時
間
を
延
ば
し
な
が
ら
で
き

る
こ
と
も
少
し
ず
つ
増
え
て

き
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
活
動
が

で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、一

日
一
日
大
切
に
し
て
努
力
を

重
ね
て
い
ま
す
。

男
子
の
目
標
は
東
京
都
ベ

ス
ト
32
、
女
子
の
目
標
は
３

回
戦
突
破
・３
部
昇
格
で
す
。

毎
年
こ
の
目
標
を
達
成
す
べ
く

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
チ
ー
ム
は
、

攻
撃
的
な
デ
ィ
フ
ェン
ス
か
ら

速
攻
で
得
点
に
つ
な
げ
る
ス

コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、

対
面
で
の
部
活
動
禁
止
の

期
間
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

期
間
中
も
、Z
o
o
m
で
集

ま
っ
て
途
切
れ
ず
に
活
動
を

続
け
、昨
秋
の
都
総
合
文
化

祭
演
劇
部
門
・
南
多
摩
地

区
大
会
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
脚

本「
口
は
〇
〇
の
元
」で
参

加
、奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。11
月
に
は
中
学
生
も
校

内
公
演
で「
青
春
協
奏
曲
」

（
作
：
横
矢
翔
剛
作
）を
上

演
し
、観
客
の
前
で
演
じ
る

喜
び
を
再
確
認
。例
年
３
月

中学生 12 名、高校生８名の計 20 名
（女子 13 名男子７名）で活動中！
アメリカからの留学生も所属しています。

茶
道
部
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
対
応
し
、
感
染
対
策
を

行
い
な
が
ら
少
人
数
に
分
か

れ
て
お
稽
古
を
行
っ
て
い
ま

す
。
４
月
に
は
、
三
鷹
に
移

転
以
来
、
初
め
て
の
畳
替
え

が
あ
り
、
緑
色
の
畳
の
上
で

気
持
ち
よ
く
お
稽
古
が
で

き
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、

中
村
先
生
、
齋
藤
先
生
に

お
世
話
に
な
って
い
ま
す
。

毎
回
の
お
稽
古
は
、
全
員

が
主
客
に
分
か
れ
て
の
お
茶

会
形
式
で
始
ま
り
、
抹
茶
と

和
菓
子
を
作
法
に
沿
っ
て
も

て
な
し
、
も
て
な
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
割
り
稽
古
に
入
り

ま
す
。
高
校
生
は
部
員
が

32
名
で
各
学
年
に
10
名
以

上
い
ま
す
の
で
、
学
年
ご
と

に
分
か
れ
て
、
３
週
に
１
回

の
お
稽
古
と
な
っ
て
い
ま
す
。

個
人
の
活
動
回
数
は
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
分
貴

重
と
な
っ
た
お
稽
古
の
時
間

を
先
生
方
に
丁
寧
に
ご
指
導

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
中
学

中学生部長のお点前

高校１年生練習風景

中学生練習風景

タ
イ
ル
で
す
。
基
礎
練
習
を

中
心
に
行
い
、
目
先
の
結
果

だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
長
い

目
で
み
て
自
分
た
ち
が
成
長

で
き
る
よ
う
に
考
え
な
が
ら

活
動
し
て
い
ま
す
。
自
分
た

ち
の
バ
ス
ケ
を
貫
き
通
す
強

い
チ
ー
ム
を
作
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

の
方
々
や
保
護
者
の
皆
様
だ

け
で
な
く
多
く
の
方
か
ら
応

援
さ
れ
る
チ
ー
ム
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

実
施
の
中
高
合
同
春
公
演

は
４
月
に
延
期
せ
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
で
し
た
が
、新
歓
を

兼
ね
て「
生
徒
総
会
」（
作
：

畑
澤
聖
悟
）を
上
演
し
、オ

レ
ン
ジ
ホ
ー
ル
いっ
ぱ
い（
制
限

数
内
で
）の
お
客
さ
ん
が
楽

し
ん
で
く
れ
る
熱
い
舞
台
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、２
人
の
社
会
人

コ
ー
チ
と
３
人
の
学
生
コ
ー

チ
に
よ
る
手
厚
い
ご
指
導
が

あ
っ
て
こ
そ
で
き
た
こ
と
で

す
。コ
ー
チ
陣
以
外
に
も
、卒

業
部
員
の
み
な
さ
ん
に
は
い

つ
も
励
ま
し
て
頂
い
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
心
の
こ
も

る
舞
台
を
み
ん
な
で
作
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、応
援
し
て

く
だ
さ
い
！【

顧
問
】
金
子
千
尋

生
は
14
名
全
員
で
お
稽
古
を

し
て
お
り
ま
す
。
お
稽
古
が

進
む
と
、
希
望
者
に
は
表
千

家
入
門
の
お
免
状
が
申
請
で

き
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
目
標
を
も
っ
て
茶
道
に

向
き
合
って
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
中

学
生
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
で
小
学
生
対
象
の
お
茶

会
や
高
校
に
よ
る
鈴
掛
祭
で

の
お
茶
会
が
コ
ロ
ナ
禍
で
中

止
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

再
開
で
き
る
日
が
待
ち
遠
し

い
と
こ
ろ
で
す
。
再
開
の
折

に
は
、
鈴
掛
祭
茶
会
に
是

非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

20
以
上
あ
る
法
政
高
校
ク
ラ
ブ
活
動
の
内
、
今
回
は

７
つ
の
ク
ラ
ブ
か
ら
現
在
の
活
動
の
様
子
を
報
告
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
！
（
※
順
不
同
）

ク
ラ
ブ
活
動
報
告

ク
ラ
ブ
活
動
報
告

だより
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ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

高
校
生
活
に
夢
が
膨
ら

ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

法
政
高
校
で
た
く
さ
ん
の
良

い
思
い
出
が
で
き
ま
す
よ
う

願
って
い
ま
す
。（事

業
委
員
会
）

卒業生 227 名
（男性 107 名、女性 120 名）

新入生 238 名
（男性 100 名、女性 138 名）

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
会

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
会

陸
上
部

陸
上
部

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

法
政
高
校
陸
上
部
で
は
、

こ
こ
数
年
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
毎
年
出
場
し
て
い
た
三

鷹
駅
伝
も
３
年
連
続
で
中

止
と
な
り
、
チ
ー
ム
と
し
て

も
ま
と
ま
り
き
ら
ず
厳
し

い
時
間
を
迎
え
て
い
ま
し
た

が
、
そ
う
し
た
中
で
も
目
標

を
見
失
わ
ず
努
力
を
積
み

重
ね
る
こ
と
で
、
２
０
２
０

年
の
代
は
東
京
都
私
学
総

合
ポ
イ
ン
ト
で
５
位
に
入
賞

し
、
東
京
都
の
全
て
の
学
校

が
一
斉
に
走
る
都
駅
伝
に
お

い
て
も
、
女
子
12
位
、
男

子
18
位
を
達
成
し
ま
し
た
。

今
年
は
１
年
生
も
前
向

き
な
部
員
が
多
く
、
陸
上

競
技
に
と
っ
て
必
要
な
自
分

を
成
長
さ
せ
る
た
め
の
苦
し

さ
を
前
向
き
に
捉
え
、
挑

戦
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

部
員
ば
か
り
で
す
。

今
年
の
チ
ー
ム
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
〝Succeed

（
歴
史
の
継

承
）〟、
先
輩
達
の
姿
か
ら

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
と
い
う
競

技
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

氷
の
上
に
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
を

置
き
、
硬
化
ゴ
ム
で
で
き

た
球
（
パッ
ク
）
を
ス
テ
ィ
ッ

ク
で
打
ち
合
う
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
激
し
い
ボ
デ
ィ
チ
ェッ
ク

が
あ
る
た
め
、
全
身
を
防
具

で
覆
い
ま
す
。
恐
ら
く
、
球

技
で
は
最
も
多
く
の
道
具
を

身
に
つ
け
る
競
技
だ
と
思
い

ま
す
。

本
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
会
は
、

中
学
１
年
生
か
ら
高
校
３
年

生
ま
で
の
音
楽
を
愛
好
す
る

約
80
名
の
生
徒
た
ち
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍

の
活
動
停
止
や
時
間
短
縮
、

行
事
の
中
止
な
ど
様
々
な
活

動
の
制
約
が
あ
る
中
で
も
決

し
て
下
を
向
か
ず
に
、「
獅

子
奮
迅
」
と
い
う
力
強
い
所

信
表
明
を
掲
げ
て
、
部
員

全
員
が一丸
と
な
って
出
来
る

こ
と
を
模
索
し
な
が
ら
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
２
年

ぶ
り
に
再
開
さ
れ
た
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
30
人
編
成

の
東
日
本
組
で
金
賞
受
賞
、

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
コ
ン
テ
ス
ト

で
は
高
校
は
木
管
八
重
奏
と

金
管
七
重
奏
、
中
学
は
木

学
び
と
り
、
新
た
な
歴
史

を
刻
み
ま
す
。

【
顧
問
】
木
村　

越

主
な
活
動
場
所
は
ス
ケ
ー

ト
リ
ン
ク
で
す
の
で
、
学
校

で
活
動
し
て
い
る
姿
は
、
あ

ま
り
見
か
け
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
現
在
は

週
４
～
５
回
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
週

１
回
の
ス
ケ
ー
ト
練
習
、
週

２
回
の
陸
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
週
１
～
２

回
の
氷
上
練
習
と
な
り
ま

す
。
防
具
を
着
け
て
パッ
ク

を
使
って
ホ
ッ
ケ
ー
の
練
習
を

す
る
の
は
週
に
１
～
２
回
し

か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
工
夫
を

し
な
が
ら
練
習
不
足
を
補
っ

て
い
ま
す
。

現
在
の
部
員
は
全
て
高

校
か
ら
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を

始
め
た
選
手
ば
か
り
で
す
が
、

「
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す

る
」
事
に
主
眼
を
置
い
て
い

る
の
で
、
競
技
年
数
は
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。
個
々
が
自
分

の
で
き
る
ベ
ス
ト
を
尽
く
す

管
三
重
奏
が
と
も
に
金
賞
を

受
賞
し
、
中
学
は
東
京
都

大
会
に
推
薦
さ
れ
、
そ
こ
で

も
金
賞
を
獲
得
す
る
と
い
う

快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

鈴
掛
祭
で
は
、
中
学
は
動

画
で
の
演
奏
配
信
、
高
校
は

体
育
館
に
て
演
奏
を
行
い
ま

し
た
。
そ
し
て
３
月
21
日
の

第
55
回
定
期
演
奏
会
で
は
、

部
員
の
演
奏
に
加
え
て
、
半

世
紀
を
超
え
る
長
い
年
月
に

わ
た
っ
て
本
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

会
の
伝
統
を
築
い
て
こ
ら
れ

た
O
B
・
O
G
の
先
輩
方

と
の
合
同
演
奏
を
行
う
こ
と

も
出
来
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
度
も
新
た
な

部
員
を
迎
え
て
、
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
東
日
本
大
会
出
場

を
目
指
す
と
と
も
に
、
部

員
が一つ
に
な
っ
て
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
や
三
鷹
地

区
に
よ
る
合
同
演
奏
会
の
出

場
や
、
三
付
属
校
の
合
同
演

奏
会
な
ど
の
出
演
、
学
内
の

野
球
応
援
演
奏
や
入
学
式
・

卒
業
式
演
奏
な
ど
も
復
活

さ
せ
て
、
唯
一無
二
の
法
政
サ

ウ
ン
ド
を
全
員
で
作
り
上
げ

て
い
く
所
存
で
す
。

【
顧
問
】
小
林
秀
年　

米
山
宏
史　
　
　
　

　
　
　

成
田
さ
く
ら

　

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

卒
業
し
て
も
い
つ
ま
で
も

法
政
高
校
と
繋
が
り
を
持
て

る
の
が
同
窓
会
で
す
。
こ
れ

か
ら
は
一
緒
に
同
窓
会
活
動

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

（
事
業
委
員
会
）

こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。従
っ

て
、
補
欠
も
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
が
頑
張
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
皆
に
試
合
に
出
る
権
利

が
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
ん
な

少
々
変
わ
っ
た
部
活
で
す
が
、

皆
さ
ん
の
声
援
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
度

２
０
２
１
年
度  

卒
業
式

卒
業
式

令
和
４
年

令
和
４
年
３３
月月
1212
日（
土
）

日（
土
）

２
０
２
２
年
度

２
０
２
２
年
度  

入
学
式

入
学
式

令
和
４
年

令
和
４
年
44
月月
６６
日（
水
）

日（
水
）
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２
０
２
２
年
３
月
、
晴
れ
て
卒
業
式
を
終
え
ら

れ
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
同
窓
会
は
皆
さ
ま
の
入
会
を
心
か
ら
歓
迎

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
る
中
、
卒
業
式
開
催
に
ご
尽
力

さ
れ
た
教
職
員
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感

謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

同
窓
会
活
動
の
き
っ
か
け
は
、
38
歳
に
転
勤
先

の
仙
台
か
ら
東
京
に
戻
っ
た
時
か
ら
に
な
り
ま
す
。

親
戚
で
も
あ
る
先
輩
か
ら
、
卒
業
生
を
母
校
に

お
迎
え
す
る
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
に
出
席
し

て
み
な
い
か
と
の
誘
い
で
参
加
し
た
時
で
し
た
。
そ

れ
ま
で
は
母
校
と
は
無
縁
で
し
た
が
、
徐
々
に
同
窓

会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、今
で
は
副
会
長
（
財

務
委
員
長
兼
務
）
を
務
め
て
頑
張
って
い
ま
す
。

同
窓
会
は
「
良
き
師
、
良
き
友
、
集
い
結
べ
り
」

を
継
承
し
て
「
母
校
の
誇
り
、
母
校
愛
、
母
校
へ

の
貢
献
」
を
会
員
が一体
と
な
って
活
動
を
行
って
い

ま
す
。

現
在
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
の
あ
る
活
動
し
か
出

来
て
い
ま
せ
ん
が
、
終
息
し
た
暁
に
は
会
員
の
皆
さ

ま
が
有
意
義
に
活
動
で
き
る
企
画
を
行
い
た
い
と

思
って
い
ま
す
。

同
窓
会
活
動
へ
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
、
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
同
窓
会
へ
の
参
加
も
募
集
し
て
い
ま
す
、

同
窓
生
同
士
が
集
ま
り
活
躍
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
粉
を
つ
く
る
、
は
か
る
」

最
先
端
の
技
術
、
装
置
を
開

発
し
世
界
に
向
け
て
提
供
し

て
い
る
、
粉
粒
体
機
器
総
合

メ
ー
カ
ー
で
す
。

私
達
の
身
の
回
り
の
製
品

を
よ
く
見
ま
す
と
、
形
態
は

粉
で
は
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど

で
す
、
色
々
な
所
に
粉
体
が

使
わ
れ
、
そ
れ
が
製
品
機
能

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
医
療・医
薬
品
、

食
料
・
食
器
、
電
気
・
電
子
、

情
報
・
通
信
、
顔
料
・
化
粧

品
、塗
料・建
材
、石
油
化
学・

鉄
鋼
・
自
動
車
、
携
帯
電
話
・

全
国
に
支
部
を
持
つ
日
本

空
手
道
糸
洲
会
（
総
本
部
：

横
浜
市
）
に
所
属
し
、
昌
武

館
創
始
者　

故
太
田
昌
克

師
範
の
遺
志
を
継
ぎ
、
現
代

表 

大
貫
光
伸
師
範
と
多
く

の
門
下
生
に
よ
る
空
手
道
ク

ラ
ブ
で
す
。

糸
洲
流
、
糸
東
流
の
伝
統

空
手
や
全
日
本
空
手
道
連

盟　

競
技
規
定
の「
形
」「
組

手
」
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

江
戸
川
区
葛
西
周
辺
の

施
設
及
び
市
川
市
行
徳
公

民
館
で
、
地
域
の
方
々
を
中

心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
か
ら
主
婦
や
壮

年
世
代
ま
で
幅
広
く
、
空
手

道
を
通
し
て「
礼
節
を
学
び
、

体
力
づ
く
り
、
技
の
取
得
、

大
会
で
の
上
位
入
賞
」
を
目

的
と
し
て
稽
古
に
励
ん
で
い

ま
す
。

是
非
、近
隣
で
空
手
を
や
っ

て
み
た
い
方
が
い
ま
し
た
ら
、

体
験
会
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
気
楽
に
覗
き
に
来

て
く
だ
さ
い
。

（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）

法
政
一
中
、法
政
一
高
（
１
９
８
０
年
卒
）

　
・
体
操
部
　
所
属

　
　
（
関
東
大
会
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
）

法
政
大
学
工
学
部

機
械
工
学
科
　
進
学

　
・
工
体
連
ヨ
ッ
ト
部
　
所
属

株
式
会
社
セ
イ
シ
ン
企
業
　
入
社

　
・
粉
粒
体
機
器
総
合
メ
ー
カ
ー

　
　
（
粉
体
製
造
シ
ス
テ
ム
の

　
　
　
ト
ー
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）

　
・
管
理
部
　
部
長

法
政
大
学
高
等
学
校
同
窓
会
　
参
加

　
・
副
会
長
（
財
務
委
員
長
兼
務
）

日
本
空
手
道
糸
洲
会
　
入
門

　
・
昌
武
館
空
手
道
ク
ラ
ブ
　
副
代
表

現
在
は
、
以
上
の
会
社
、
団
体
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。

是
非
こ
の
機
会
に
ご
紹
介
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

株
式
会
社
セ
イ
シ
ン
企
業
と
は

日
本
空
手
道
糸
洲
会　

昌
武
館
空
手
道
ク
ラ
ブ
と
は

バッ
テ
リ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

粉
体
の
挙
動
は
環
境
依
存
で

あ
り
、
乾
燥
状
態
で
は
飛
散
・

付
着
・
帯
電
等
が
あ
り
ま
す
、

水
に
分
散
し
よ
う
と
す
る
と
、

〝
だ
ま
〟
に
な
って
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
ら
が
原
因
で
、
粉
の
容
器
へ

の
充
填
や
パ
イ
プ
輸
送
等
で
は
途

中
で
詰
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

粉
は
固
体
で
あ
り
な
が
ら
、

液
体
、
固
体
、
気
体
の
い
ず
れ

と
も
異
な
る
第
４
の
相
と
云
わ

れ
て
い
ま
す
。

粉
を
微
粒
化
す
る
と
、
導

電
性
、
透
光
性
、
拡
散
性
な

ど
格
段
に
向
上
し
、
製
品
の
小

こ
れ
か
ら
も
、
次
世
代
に
経

験
や
知
識
を
継
承
が
少
し
で
も

出
来
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
目
通
し
頂
き
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

型
化
と
高
性
能
化
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
微
粒
子

は
粒
子
体
積
に
対
す
る
表
面

積
が
大
き
い
が
た
め
表
面
活

性
で
、
帯
電
に
よ
る
付
着
・

凝
集
、
わ
ず
か
な
刺
激
に
よ

る
発
火
・
爆
発
な
ど
の
特
性

を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
取
り

扱
い
に
は
注
意
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
業
界
で
は
「
粉
は

魔
物
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

粉
体
は
粉
体
技
術
で
造
ら

れ
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
い
ま
す
。

粉
体
に
関
わ
る
製
造
、開
発
、

ト
ラ
ブ
ル
、
疑
問
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
用
命
下
さ
い
。
ご

要
望
に
お
応
え
致
し
ま
す
。

吉岡郁典さん

法政大学高等学校同窓会
副会長 兼 財務委員長（高校 32 期）

活
躍
する

卒
業
生

O
B
訪
問
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18
期
会
（
１
９
６
６
年
３

月
卒
業
）
が
２
０
２
２
年
５

月
22
日
（
日
）
12
時
15
分
よ

り
、新
宿
の
レ
ス
ト
ラ
ン「
ベニ
ー

レ
・
ベ
ニ
ー
レ
」
で
47
人
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

未
だ
コ
ロ
ナ
が
完
全
に
収
束

し
た
状
況
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
と
捉
え
、

広
い
会
場
を
確
保
し
、
換
気

に
注
意
を
払
い
、
マ
ス
ク
着
用・

消
毒・検
温
は
勿
論
の
事
、テ
ー

ブ
ル
は
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
仕
切

り
、
料
理
は
従
来
の
大
皿
方

式
か
ら
個
別
方
式
に
す
る
な

ど
、
感
染
症
対
策
に
充
分
注

意
を
払
う
な
か
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
マ
ス
ク
越
し
の

懇
談
と
な
り
ま
し
た
が
３
年

ぶ
り
の
開
催
に
参
加
者
一
同
、

同
窓
の
絆
を
一
層
深
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

会
の
半
ば
で
法
政
高
校
同

窓
会
会
長
を
務
め
る
高
村
嘉

昭
君
（
１
組
）
か
ら
最
近
の

高
校
の
状
況
や
同
窓
会
活
動

に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

18
期
会
か
ら
同
窓
会
会
長
を

輩
出
し
た
こ
と
は
同
期
の
誇

り
で
あ
り
皆
で
高
村
会
長
を

応
援
し
て
い
こ
う
と
確
認
し
合

い
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
チ
は
日
本
を
代
表

す
る
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
、
現
在
も

テ
レ
ビ
、
L
I
V
E
等
で
活

躍
し
て
い
る
「
せ
ん
だ
み
つ
お
」

君
（
２
組
）
で
す
。
こ
の
日

も
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
話
に

参
加
者
一
同
は
笑
い
の
渦
に
包

ま
れ
、
プ
ロ
の
話
術
に
酔
い
し

れ
ま
し
た
。

卒
業
し
て
か
ら
56
年
、
半

世
紀
以
上
も
経
過
し
て
い
る

18
期
会
で
す
が
今
な
お
47
名

も
の
参
加
者
が
あ
り
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
ひ
と
え
に
こ
の
会
の

中
央
・
総
武
線
を
通
学
経

路
と
す
る
生
徒
が
多
く
い
た

昭
和
の
世
代
。
こ
こ
の
店
主

も
下
町
浅
草
橋
よ
り
法
政
一

中
高
へ
通
い
、
吹
奏
楽
部
で
は

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
に
熱
中
し
充
実

の
六
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
の

経
営
を
経
た
後
、
現
在
の
地

に
て
『
克
賢
』
を
開
業
。
選

び
抜
い
た
焼
酎
と
こ
だ
わ
り
の

や
ま
と
豚
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
は
、

浅
草
橋
四
大
豚
家
と
も
称
さ

れ
て
も
い
ま
す
。

33
期
同
期
生
、
特
に
東
京

東
部
地
区
の
集
ま
り
で
も
使

わ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
ま
た
、

店
主
野
球
仲
間
（
元
ヤ
ク
ル

ト
広
沢
氏
）
な
ど
も
立
ち
寄

る
気
軽
に
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
楽

営業時間：月 ～ 土
● 昼 11：30 ～ 13：30
● 夜 17：30 ～ 22：30 

（料理 L.O. 21：00 ドリンク L.O. 21：30）

定 休 日：日・祝日

幹
事
役
を
務
め
て
く
れ
て
い

る
川
島
浩
二
君
（
４
組
）
の

ご
尽
力
の
お
陰
と
皆
が
感
謝

し
て
い
ま
す
。

締
め
の
挨
拶
で
渡
辺
俊
雄
君

（
３
組
）
が
川
島
君
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
熱
く
語
り
、
再

開
を
誓
って
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

次
回
は
マ
ス
ク
な
し
で
思
い

切
り
ア
ル
コ
ー
ル
が
飲
め
る
18

期
会
が
出
来
る
こ
と
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

（
18
期
会
４
組　

岡
本
眞
司
）

「
18
期
会
」が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

し
め
る
お
店
で
す
。

他
に
も
、
絶
品
の
馬
刺
し
、

ジ
ュ
ー
シ
ー
な
一
口
カ
ツ
も
お

勧
め
で
す
の
で
、
是
非
一
度
ご

賞
味
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

食べログサイト
https://tabelog.com/
tokyo/A1311/
A131103/13029929/

《アクセス》
● 東京都台東区浅草橋 5-5-1
● 浅草橋駅 [JR 西口 ] から

徒歩約 5 分

【ジャンル】
和食、しゃぶしゃぶ
豚しゃぶ、馬肉料理

【評価】3.83/11 件

【予算】昼 1,000 ～ 1,999 円
夜 6,000 ～ 7,999 円

克賢（かつけん）
TEL 03-5835-4633

恒
例
の
同
窓
会
ゴ
ル
フ
大

会
は
２
０
１
９
年
９
月
18
日

に
鳩
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

開
催
し
た
第
７
回
大
会
以
降
、

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
を
受
け

て
開
催
を
断
念
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
進
み
、
感
染
者
数
の

減
少
も
み
ら
れ
、
各
方
面
で

通
常
の
生
活
を
取
り
戻
す
努

力
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
同

窓
会
で
も
通
常
の
活
動
を
少

し
ず
つ
始
め
た
い
と
考
え
、
第

８
回
同
窓
会
ゴ
ル
フ
大
会
を

下
記
の
通
り
開
催
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
す
が
、
今
回
は
場
所
を
千

葉
県
の
名
門
コ
ー
ス
「
キ
ン
グ

フ
ィ
ー
ル
ズ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」
に

移
し
、
世
代
を
超
え
て
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
り
、
楽
し

い
１
日
に
し
た
い
と
存
じ
ま

す
。
ど
う
か
皆
様
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。

ご
参
加
を
ご
希
望
の
方
は

同
窓
会
事
務
局
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡
い

【開催日】
2023 年 3 月 2 日（木）

【場　所】
キングフィールズゴルフクラブ

千葉県市原市新巻 377
【会　費】
参 加 費 　3,000 円
プレー費  13,000 円
（70 歳以上の方はゴルフ場利用税

950 円が免除されます）
【申込先】
法政大学高等学校同窓会事務局
TEL 0422-79-6233

た
だ
い
た
皆
様
、
ま
た
過
去

に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に

は
後
日
改
め
て
ご
案
内
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
。

（
事
業
委
員
会
）

E-mail
hoseimemory@
ebony.plala.or.jp

2017 年 9 月撮影　同期の飲み会
ランチメニュー

《雄大な景色を見下ろす 17 番ホール》

こ
だ
わ
り
の
や
ま
と
豚

や
ま
と
豚
と
芋
焼
酎

芋
焼
酎
の
お
店

卒
業
生
が
経
営
す
る
お
店
を
紹
介
し
ま
す

福
地 

達
哉
（
１
９
８
１
年
卒
・
33
期
）

第
８
回
「
同
窓
会
ゴ
ル
フ
大
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ
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教　

員

◆
退　

職 

（
２
０
２
１
年
３
月
）

　

古
家　

敏
亮 （
専
任
教
諭
・
国
語
科
）

　

兼
坂　

壮
一 （
専
任
教
諭
・
国
語
科
）

　

塩
野
谷
伸
司 （
専
任
教
諭
・
数
学
科
）

　

杉
浦　

裕
也 （
専
任
教
諭
・
数
学
科
）

　

池
田　

英
志 （
専
任
教
諭
・
英
語
科
）

◆
異　

動 

（
２
０
２
１
年
４
月
）

　

白
井　

秋
策 （
専
任
教
諭
・
数
学
科
）

法
政
大
学
第
二
中
・
高
等
学
校
へ

　

川
島
日
向
子 （
専
任
教
諭
・
英
語
科
）

法
政
大
学
第
二
中
・
高
等
学
校
へ

◆
採　

用 

（
２
０
２
１
年
４
月
）

　

成
田
さ
く
ら （
専
任
教
諭
・
国
語
科
）

　

櫻
江
み
の
り （
専
任
教
諭
・
国
語
科
）

　

石
川　

征
彦 （
専
任
教
諭
・
数
学
科
）

　

髙
𣘺　

真
椰 （
専
任
教
諭
・
数
学
科
）

　

木
村　

桃
実 （
専
任
教
諭
・
数
学
科
）

　

齋
藤　

直
樹 （
専
任
教
諭
・
英
語
科
）

法
政
大
学
第
二
中
・
高
等
学
校
よ
り
異
動

　

鈴
木
ひ
か
り （
専
任
教
諭
・
英
語
科
）

事
務
職
員

◆
異　

動 

（
２
０
２
１
年
６
月
）

　

山
田　

佳
男

（
事
務
長 

→ 

法
政
大
学
第
二
中
・
高
等
学
校
）

　

仲
田　

隆
美 

（
総
務
担
当
主
任 

→ 

図
書
館
事
務
部
市
ヶ
谷
事
務
課
）

　

大
谷　

泰
平 

（
学
務
担
当 

→ 

人
事
部
付
校
友
会
事
務
局
担
当（
出
向
））

◆
着　

任 

（
２
０
２
１
年
６
月
）

　

北
尾　

秀
次 

（
事
務
長
・
多
摩
事
務
部
社
会
学
部
事
務
課
よ
り
）

　

松
林   

寛　

 

（
総
務
担
当
主
任
・ 

学
務
部
学
部
事
務
課
法
学
部
よ
り
） 

　

河
邉　

崇
弘

（
学
務
担
当・ 

入
学
セ
ン
タ
ー
入
試
課
入
試
事
務
担
当
よ
り
）

物
故
者

外
国
人
特
別
講
師

　
グ
レ
ン
ジ
ャ
ー
・
ト
ー
マ
ス 

先
生

２
０
２
２
年
３
月
１
日
ご
逝
去

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
享
年
56
歳
）　

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

2022 年度　法政大学高等学校同窓会　役員名簿

（
ク
ラ
ス
別　

50
音
順
掲
載
）

１
組
／
浅
古 

英
輝
・
生
井 

友
里
香

２
組
／
平
尾 

華
・
諸
井 

健
亮

３
組
／
石
井 

真
人
・
鈴
井 

風
音

４
組
／
松
延 

諒
太
朗
・
安
尾 

妃
菜

５
組
／
出
田 
航
大
・
名
倉 

実
咲

６
組
／
野
上 

芽
生
・
山
口 

貴
大

２
０
２
２
年
度　

２
０
２
２
年
度　

新
卒
ク
ラ
ス
委
員
紹
介

新
卒
ク
ラ
ス
委
員
紹
介

（（
高高
7474
期期
））

　

同
総
会
費
の
収
入
は
、皆
様
方

の
ご
協
力
に
よ
り
年
々
増
加
し
て

お
り
ま
す
が
、一
方
で
支
出
の
方
も

学
校
協
力
費（
生
徒
部
活
動
支

援
、同
窓
会
奨
学
金
等
）、同
窓
会

会
報
費
な
ど
増
加
し
て
お
り
ま

す
。収
支
バ
ラ
ン
ス
に
は
気
を
つ
け

て
い
ま
す
が
、財
務
状
況
は
な
か
な

か
良
く
な
り
ま
せ
ん
。繰
越
金
が

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

収
入
元
は
同
窓
会
年
会
費
と
新

卒
業
生
の
入
会
金
だ
け
で
す
。今
年

度
は
会
費
納
入
に
関
係
な
く
、同
窓

会
会
報
は
同
窓
生
に（
一
万
二
千
程
）

を
発
送
致
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、こ
の
状
況
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、今
年
度
も
、同
窓

会
年
会
費（
三
千
円
）お
よ
び
寄
付

金
の
お
振
込
み
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。振
込
用
紙
は
会
報
に
同
封

い
た
し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
振
替
口
座
に
他
金
融
機

関
か
ら
お
振
込
を
い
た
だ
く
場
合
の

店
舗
番
号
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
財
務
委
員
長　

吉
岡 

郁
典
）

同
窓
会 

年
会
費
（
三
千
円
）

お
よ
び
寄
付
金
納
入
の
お
願
い

＊
成
績
優
秀
者
奨
学
金

該
当
者
な
し

＊
認
定
海
外
留
学
奨
励
金

（
２
０
万
円
）（
ド
イ
ツ
渡
航
は
無
し
）

　

６−

６　

長
掛　

真
依

＊
学
年
優
等
賞
（
図
書
券
３
万
円
分
） 　

　

６−

６　

長
掛　

真
依

＊
東
京
都
高
等
学
校
体
育
優
良
生
徒

　

６−

２　

小
林　

優
誠（

サ
ッ
カ
ー
部
）

　
６−

５　

白
旗　

あ
い
み

（
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
）

※詳しくは法政大学校友会のホームページをご参照いただくか、校友会事務局へお問い合わせください。

法政大学校友会事務局　03-3264-1831 
j imukyoku@hoseinet.or.jp

法政大学校友会は生涯にわたって母校との繋がりを意識できる法政ネット
ワークです。入会がお済でない方は、ぜひ、この機会に校友会終身会員に
ご加入ください。
終身会員になりますと、法政に関する情報はもとより「リロクラブ」という
全国20万以上ある衣食住遊の事業所（飲食店/ホテル・旅館/ゴルフ場/
ファッション店等々）の優待サービスを受けることができます。施設の利用
や食事等では同伴者も特典を享受できます。ご家族、友人等とのお出かけ
の機会にはお得なサービスをご利用してみませんか。
なお、ご入会の際は所属パートナーを「法政高校同窓会」とご指定くだ
さい。

法政大学校友会　会員募集中法政大学校友会　会員募集中  
（所属団体：法政大学高等学校同窓会）（所属団体：法政大学高等学校同窓会）

終身会費 30,000 円
（1967 年 3 月以前に高校卒業した方は 15,000 円）

法政大学校友会

《銀 行 名》ゆうちょ銀行
《金融機関
　 コード  》9900

《店　　番》019
《預金種目》当座
《店　　名》
019 店（ゼロイチキュウ店）

《口座番号》0076931
《受取人氏名》
法政大学高等学校同窓会

https://hoseinet.or.jp/

２
０
２
１
年
度 

報
奨
制
度
表
彰
生
徒

 

（
卒
業
式
表
彰
者
）

8


